
5.6 仮 想施 設 シ ミュ レー シ ョン

複合施設や大規模小売店舗な どの集客力及び駐車需要の高い施設が新設 され る場合、その施設

種類や出入 り口位置な どにより周辺道路へ及ぼす影響は大きい。 ここでは、前節のシ ミュ レー シ

ョン分析で現状再現性 が確認できたエ リアにおいて、複合施設 ・大規模小売店舗 を仮想的に設置

した場合 について、tiss-NETを 用いた予測分析を行い、交通 シミュレーシ ョンモデルの適用可能

性 と有効性 を確認する。

5.6.1 仮想施設の設定

仮想施設の設定については、2つ の施設ケース と2つ の出入 り口タイプの組み合わせの、4通 り

(=2×2) について実施す る (表5.6.1)。 仮想施設の業務形態が 「隣接する複合施設 と同等の場合」

と 「大規模小売店舗の場合」のケースによる区分 と、駐車場の出入 口の位置が 「同一個所の場合」

と 「別々の個所」のタイプによる区分である。

表5.6.1 シ ミ ュ レー シ ョン パ ター ン
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図5.6.1 仮 想施設 の駐 車場 出入 口の 位置 (タ イプ)

5.6.2 信号待ち回数係数の提案

表5.6.1の パ ター ンにおいて、駐車場待ち行列の形成状況、及び施設利用車両の信号待 ち回数

係数 を評価指標 として比較 を行 う。

信号待ち回数係数 とは地区内の交通状況を把握す るために、従来の交通指標 (飽和度等) では

な く、一般市民の実感 に近い形 と して考え られた指標9) である。混雑時に主要交差点を通過す る場

合を状況設定 し、交差点通過 にどの程度 ロスがあったかを検討する。シ ミュ レー ション結果か ら、

実際の信号待 ち回数を観測することは可能であるが、作業量が膨大であるため、「信号待ち回数係

数」 を定義する。

実際の信 号待 ち回数係数 の算出方法は、 リンク入 口から対象交差点の停止線 までの渋滞時 と非

渋滞時 との走行時間差を対象交差点の信 号サイ クル長 で除 した ものとす る。なお、ここで扱って

いる非渋滞時の走行時間 とは計測距離を リンク規制速度で除 した値 を用いる (図5.6.2)。
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信号待ち回数係数=
渋滞時の走行時間-非 渋滞時の走行時間/

信号サイクル長

図5.6.2 信号 待 ち回数係 数 の概 念

5.6.3 tiss-NETに よ る シ ミ ュ レー シ ョ ン分 析 結 果

(A) ケース1: 施設の業務形態が複合施設の場合

シ ミュ レーシ ョンにおいて、OD表 ・駐車場利用時間分布な どは隣接する既存の複合施設 と全

く同一の施設が建設 され るもの としてシ ミュ レーシ ョン計算 を行 った (図5.6.3、 図5.6.4)。

複合施設においては出入 り口位置に関わ らず待ち行列の発生が著 しいこと、待 ち行列が伸びる

に伴 って信号待ち回数係数が高い値を示す ことより、着 目交差点への影響が大きい ものと考え ら

れる。TypeBに おける16:00以 後の待 ち行列は複合施設出口付近において駐車場 出庫車両とその

他の通行車両が混在 し、混乱状態 を示 したため計測不能になった。

図5.6.3 信号 待 ち指数 (ケー ス1)
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図5.6.4 待 ち行 列長 (ケ ース1)

(B) ケース2: 施設の業務形態が大規模小売店舗の場合

まず大規模小売店舗に関する交通条件を改定するために「大規模小売店舗立地に関する指針案」

10) に基づ く必要駐車場台数や駐車場待 ちスペース算出ためのアプ リケーシ ョンを作成 した (図

5.6.5)。入力に用いたデータと計算結果 を表5.6.2に 表す。計算結果か らは、店舗面積な どの条件

によ り必要駐車場台数は449台 と算出された。算出された値 より1日 の合計集中量を求め、時間

帯集中量を複合施設 と同様の比率 としOD表 の作成行 い、 ピー ク時の集 中量か ら来台数=9.25台

/分 とした。また来台数/分 より必要駐車待ちスペースが43.8mと 計算 された。駐車場利用時間

分布は、過去の調査及び複合施設利用状況か ら、平均駐車時間95分 、K=2の アー ラン分布に従

うもの とした。各条件によ りシミュレーシ ョン及び分析 を行った。

表5.6.2 仮想店舗 (大規模小売店舗) の条件 と計算結果
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図5.6.5 必要 駐車場 容量 計算 ソフ ト

シ ミュ レー ション結果 を見ると、仮想施設の駐車場施設の入 口付近において駐車場待 ち行列の

発生は見 られなか った。 しか し、信号待ち回数係数 に着 目す ると、出入 口位置の違い によ り着 目

交差点での渋滞発生の仕方が大き く異なることが確認 された (図5.6.6)。 出入 口が同一個所の場

合、着 目交差点を退出車両が走行 しない経路 となるため、その影響がほとん どみ られないが、別々

の場合 は、退出車両が着 目交差点 を通過 し、 さらに入庫 に向か う車両 との錯綜 がみ られ 、信 号待

ち回数係数 が高くなっていることが確認 された。

図5.6.6 信号 待 ち回数 係数 (ケー ス2)
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5.7 複 数駐 車 場 が存 在 す るネ ッ トワー ク シ ミ ュ レー シ ョン分 析

前節 でのエ リアを限定 した分析を受けて、本節ではシ ミュレーシ ョン対象 をネ ッ トワー クに広

げた適用を試みる。

5.7.1 シ ミュレーシ ョン条件およびエ リア

対象エ リアは臨海副都心地域のおける台場 ・青海地区の全地区であ り、ネ ッ トワー クシ ミュ レ

ーシ ョンを行った。シ ミュレーション条件 を表5.7.1に、 対象エ リアを図5.7.1、 図5.7.2に 示す。

表5.7.1 シ ミュ レー シ ョン条件

図5.7.1 シ ミュ レー シ ョン対 象 エ リア (対 象 ネ ッ トワー ク と駐 車場 施 設)

108



図5.7.2 シ ミュ レー シ ョン対象 エ リア (tiss-NET画 面)

また、調査結果か ら地域内の駐車場 における駐車場利用時間は各施設 によって大きく異なった

分布形をとることが確認 された。典型的な例を図5.7.3に 示す。またエ リア内の16駐 車場施般の

利用時間分布形について、アー ラン分布 、一様分布 、正規分布の区別を行い、図5.7.4に 示すパ

ターンに分類を行った。

図5.7.3 駐車場別利用時間分布形の違い
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図5.7.4 駐車場施設の利用時間分布形の区別

5.7.2 現状再現性の検討とその課題

各駐車場における累積入庫台数、および特 ち行列調査 をおこなった駐車場におけ る待 ち行列長

を用い再現性の検討 を行った。その結果、累積入庫台数 においては全16駐 車場中15駐 東場にお

いて実測値よ り早い時間帯に入庫 していることがわかった。 また、駐車場待ち行列長 において も

現状よりも駐車場待ち行列が長 くなってしまった (図5.7.5、 図5.7.6)。

結果 として、ネッ トワークのシ ミュ レー ション結果か らは、高いな現状再現性ぶ取れない こと

が確認 された。

図5.7.5 駐車場累積入庫台数比較 (駐車場No.4)
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図5.7.6 駐 草場 待ち行 列比較 (駐軍 場No.4)

これ らの原因について以下に考察を行 う。

(A) 来訪者の駐章場選択方法に関する問題

来訪者の駐車場選択方法に関する問題 として、臨海副都心地域での調査 において 「なぜ この駐

車場を選択 したのか」といった駐車場アンケー ト調査の結果、「最初に見つけたから」 「空いてい

たか ら」といった理由の割合 が多いことが確認できる (図5.7.7)。 これは、来訪者 は駐車場 を目

的地 として来訪 しているのではなく、対象地域全体を目的地 とし、対象地城に到着 した後に駐車

場の選択を行 うといった行動を とっていることが考えられ る。 このよ うな来訪車両に よる うろつ

き交通での旅行時間の差や 、駐車場内部 における駐車 を行 う際や出庫時に起こる時間のロスなど

が現状再現性の低下の理 由として考え られ る。

図5.7.7 目的地選 択 ア ンケー ト結 果

(B) OD表 作成の問題

OD表 作成の問題点 としては、NP調 査時のデータ精度が考 えられる。調査で行ったNP調 査や

駐車場NP調 査では、車両ナンバーの下4桁 を記録 した。 しか し、全調査時間帯における通過交
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通お よび臨海副都心地域への流入車両数は約84,000台 に達 している。つま りODデ ータの作成段

階において約10%の 車両がダブルカ ウン トされ、異なった車両 を同一車両 とみな して しま う誤差

が生 じていると考えられる。次に、本研究で作成 したOD表 では、 どの駐車場 に駐車 しよ うか検

討す るといった うろつき行動が表現 されず、確実に 目的地へ向かって しま う。つま り目的駐車場

の決定タイ ミングが考慮 されていない。駐車場までの経路選択行動 についても同様 で、全ての車

両は 目的駐車場 に向かい最短経路を走行 しているといった ことも現状再現性の低下の原因 として

として挙げられる。

5.8 結 論

本章では、駐車場施設周辺におけるイ ンパク トアセスメン トに間 して、tiss-NETモ デル を用い

て、交通シ ミュレーシ ョンの適用の可能性 と有効性 を確認 した。以下に得 られ た主な成果を述べ

る。

(1) 交通アセスメン トにおける交通 シミュレーシ ョンモデル を用いた分析における課題を整理 した。

シ ミュ レー ション分析 に必要なデー タの時間分解精度が大き くその結果 に関係す ることか ら、

従前の時間単位のデー タでは高い再現性 を持ないことが確認 され た。 また駐車場の滞在時間の

設定によって駐車場入 口周辺の待ち行列形成に大きな変化を与えることも明 らかになった。

(2) 駐車場周辺の待ち行列形成やその回避 といった車両挙動を表現す るために、待ち行列形成 ・回

避挙動のtiss-NETモ デルへの追加組み込み を行った。その結果、路上に発生する待ち行列の

実態に即 した車両挙動が表現 され 、待ち行列形成の交通シ ミュレーシ ョンモデルの適用の可能

性が確認 された。

(3) 仮想 シ ミュレーシ ョンによって、駐車場へ集中す る車両 ・駐車場か ら退出す る車両の相互作用

によって、駐車場周辺だけでなく近隣交差点 ・道路にまで広がるものが確認 され、駐車場周辺

の限定せず近隣交差点 ・道路をも含めたネ ッ トワー ク規模での分析 が必要であることが示 され

た。また、駐車容量 ・ゲー トサー ビス水準が同 じ駐車場であったとして も、出入 口の設置位置

によって周辺道路の混雑具合が大きく異なることも確認 された。 これ らのことか ら、実際の大

規模施設設置にお ける交通アセスメン トを行 う上で、シミュ レー ション適応 の優位性 を見出せ

た。

一方、大規模施設群 を含んだ道路ネ ッ トワークにおいて、交通シ ミュレーシ ョンシステムを用

いたイ ンパ ク ト分析 を行 うときの課題 も明らかになった。

(1) 大規模施設群を含んだ道路ネ ッ トワークにおいては、その実態 に即 した 「うろつき交通」や 「駐

車場内部挙動」などを組み込 まない場合は、その精度が低下 し高い現状再現性がとれない こと

が確認 された。 これ は、駐 車場選択モデルや駐車場探索行動モデル といったモデルの構築が課
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題 としてあげられる。 同時に、従来のOD表 (出発地 ・到着地) といった考え方では駐車場選

択や駐車場探索 といった複雑な行動を扱 うことが難 しく、 シミュレーシ ョンを用いた分析を行

うためには新たなODデ ータの考 え方・扱い方が必要になっているのではないか と考えられ る。

(2) 駐車場施設 にお ける交通誘導員によるソフ ト的な交通処理の影響や 、カーナ ビゲー ションや道

路上の交通情報板による適切な情報提供 (経路や満空情報) の影響等についても、地区内の交

通状態の変化 とい う視点では大きな問題 となるため、検討すべき課題である。

(3) シ ミュ レー ション分析 において大きな影響力 をもつ入力データ として駐車場容量 (区画数) が

あるが、多 くの駐車場施設では、整備 した駐車区画の全てが有効に利用 され ることはまれであ

る。特 に、商業系の駐車場施設では、常に入出庫の車両が多いために、管理上の安全等の問題

か ら100%の 駐車区画が同時に利用 され ることはほ とん どない。 ただ しその割合は、駐車場施

設毎に異なるため、これ らのデー タに関す る知見の蓄積 を行 うことも課題である。
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